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News!

News!

持続可能な米生産への理解醸成広告

ひろしま米で「究極おむすび」販売

「むすんでいるのは、絆とか願いなのかもしれないね。」

広島県本部×オクモト（膳七）×TJ Hiroshima

米穀部

広島県本部

　
全
農
は
、持
続
可
能
な
米
生
産
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、広
告
を
制
作
し
ま
し
た
。こ
の
広
告
は
2
月
18
日
の
読
売
新
聞

と
日
本
農
業
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、今
後
は
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
全
国
で
活

用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

広
島
県
本
部
は
、「
ご
ち
そ
う
お
む
す
び
膳
七
」を
運
営
す
る
米
穀

卸
㈱
オ
ク
モ
ト
と
地
元
情
報
誌「
T
J
H
i
r
o
s
h
i
m
a
」と

連
携
し
、
広
島
県
産
米
を
使
っ
た「
究
極
お
む
す
び
」を
期
間
限
定
で

販
売
し
ま
し
た
。

　

広
告
で
は
、
日
本
人
の
食
卓

に
欠
か
せ
な
い「
お
む
す
び
」を

主
役
と
し
、
米
が
家
族
の
中
心

と
な
り
、
人
と
人
を
結
ぶ
存
在

で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
消
費
者
と
生
産
者

の
双
方
が
抱
え
て
い
る
事
情
を

理
解
し
合
い
、つ
な
が
り
た
い
と

い
う
思
い
を
テ
ー
マ
と
し
て
い

ま
す
。

　

同
広
告
を
通
じ
て
、
米
の
需

　

同
企
画
は
広
島
県
本
部
が

「
ひ
ろ
し
ま
米
は
ひ
ろ
し
ま
愛

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て

行
う
初
め
て
の
取
り
組
み
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
県
産
米
を
県
民

の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
食
べ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
や
、
未

来
の
子
供
た
ち
に
地
元
の
米
を

残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
考
え

の
も
と
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
広
島
ら
し
さ
」を
最
大
の

テ
ー
マ
と
し
、
お
い
し
さ
は
も

ち
ろ
ん
、
食
べ
や
す
さ
を
意
識

し
て
開
発
し
た「
究
極
お
む
す

び
」は
、「
尾
道
ラ
ー
メ
ン
む
す
び
」

「
広
島
菜
と
ち
り
め
ん
山さ
ん
し
ょ
う椒の

明
太
子
む
す
び
」「
江
田
島
産
カ

キ
フ
ラ
イ
む
す
び
」の
3
商
品
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

　

米
は
程
よ
い
粘
り
と
甘
み
が

特
徴
で
、
お
む
す
び
に
適
し
た

広
島
県
世せ

ら羅
産「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

を
使
用
し
ま
し
た
。「
究
極
お

む
す
び
」3
商
品
は
、
1
月
25

日
か
ら
2
月
24
日
の
期
間
限
定

で
県
内
3
店
舗
の「
ご
ち
そ
う

お
む
す
び
膳
七
」で
3
個
セ
ッ

ト
で
販
売
さ
れ
、
好
評
を
得
ま

し
た
。

給
逼ひ
っ
ぱ
く迫
と
米
価
上
昇
の
状
況
を

踏
ま
え
、
日
本
人
の
食
生
活
に

深
く
関
わ
る「
米
」の
持
続
可

能
性
に
つ
い
て「
わ
た
し
た
ち
自

身
の
問
題
」と
し
て
考
え
る
機

会
を
提
供
し
、
持
続
可
能
な
米

生
産
へ
の
理
解
を
深
め
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

全
農
は
、
今
後
も
持
続
可
能

な
米
生
産
へ
の
理
解
醸
成
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「究極おむすび」の開発メンバー

販売した「ひろしま米究極おむすびセット」

持
続
可
能
な
米
生
産
へ
の
理
解
を
呼
び
か
け
る
広
告
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News!

News!

News!

牛乳 50％以上使用第 5 弾「カフェ・オレ」

Tリーグ「岡山リベッツ」の試合に初協賛

JA全国女性大会にJAでんきブース

春の牛乳をたっぷり使用　酪農を応援しよう

岡山の食で応援、選手へ県産農畜産物を贈呈

ブース出展を通じてJAでんきをPR

酪農部

岡山県本部

総合エネルギー部

　

全
農
は
、
3
月
7
日
か
ら
牛
乳
を

50
％
以
上
使
用
し
た「
日
本
の
酪
農
を

応
援
」シ
リ
ー
ズ
の
第
5
弾
と
し
て
、

2
0
2
2
年
春
に
発
売
し
好
評
だ
っ
た

「
カ
フ
ェ
・
オ
レ
」の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
刷
新

し
、数
量
限
定
で
発
売
し
ま
す
。

　

岡
山
県
本
部
は
2
月
8
日
、岡
山
武

道
館
で
行
わ
れ
た
卓
球
T
リ
ー
グ「
岡
山

リ
ベッ
ツ
」の
試
合
に
協
賛
し
、冠
試
合「
Ｊ

Ａ
全
農
お
か
や
ま
デ
ー
」を
開
催
し
ま
し

た
。来
場
者
に
県
産
農
畜
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、卓
球
で
岡
山
を
盛
り
上
げ

る
選
手
へ
県
産
農
畜
産
物
を
贈
呈
す
る
な

ど
、食
で
チ
ー
ム
を
応
援
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
1
月
22
日
、「
ホ
テ
ル
イ
ー
ス

ト
21
東
京
」で
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
全
国
女

性
大
会
で
、Ｊ
Ａ
で
ん
き
の
ブ
ー
ス
を
出

展
し
、多
く
の
出
席
者
に
向
け
て
Ｊ
Ａ
で

ん
き
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
ア
ル
ミ
缶
を
使
用
す
る
こ
と
で
、常
温

保
存
可
能
・
賞
味
期
限
の
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ

化
を
実
現
し
ま
し
た
。ま
た
、今
作
も
北

海
道
産
の
て
ん
菜
糖
を
使
用
し
、や
さ
し

い
甘
さ
に
仕
上
げ
ま
し
た
。春
は
生
乳
生

産
量
が
ピ
ー
ク
に
な
る
一
方
、春
休
み
や

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
で
学
校
給
食
が
な

く
、牛
乳
の
消
費
量
が
減
る
季
節
で
も
あ

り
ま
す
。春
の
牛
乳
を
た
っ
ぷ
り
使
用
し

た
本
商
品
が
、酪
農
家
に
エ
ー
ル
を
送
り
、

「
乳
の
価
値
・
お
い
し
さ
」を
改
め
て
消

費
者
の
皆
さ
ま
に
お
届
け
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

商
品
は
、
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
全
農
酪
農
部

の
公
式
シ
ョ
ッ
プ「
酪
市
酪
座
」や
一
部

の
Ａ
コ
ー
プ
・
Ｊ
Ａ
直
売
所
で
の
取
り

扱
い
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
本
部
が
Ｔ
リ
ー
グ
に
協
賛
す

る
の
は
今
回
が
初
め
て
。試
合
前
の
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、岡
山
リ
ベ
ッ
ツ
へ「
お
か
や
ま

和
牛
肉
ロ
ー
ス
ス
テ
ー
キ
」と「
里
海
米
３

品
種
セ
ッ
ト︵
き
ぬ
む
す
め
・
朝
日
・
コ
シ

ヒ
カ
リ
︶」を
贈
呈
し
ま
し
た
。会
場
内
の

大
型
ビ
ジ
ョン
で
の
Ｃ
Ｍ
放
映
や
、来
場
者

へ
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
の
Ｐ
Ｒ
を
掲
載
し
た
カ
イ

ロ
と
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
、全
農
全

体
の
取
り
組
み

Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま

し
た
。

　

試
合
開
始
直

前
に
は
始
球
式

も
行
わ
れ
、伍
賀

弘
県
本
部
長
が

華
麗
な
ス
マ
ッ

シ
ュ
を
披
露
す

る
な
ど
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　
ブ
ー
ス
で
は
Ｊ
Ａ
で
ん
き
の
紹
介
チ
ラ

シ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
配
布
し
、

多
く
の
来
訪
者
が
ブ
ー
ス
を
訪
れ
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
で
ん
き
に
対
す
る
関
心
は
高
く
、

女
性
組
織
の
出
席
者
か
ら
は「
も
う
Ｊ
Ａ

で
ん
き
を
使
っ
て
い
る
よ
」「
Ｊ
Ａ
が
電
気

を
取
り
扱
っ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
声
が
聞
か
れ
、と
て

も
良
い
P
R
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、当
日
の
日
本
農
業
新
聞
に
も

広
告
を
掲
載
し
、Ｊ
Ａ
で
ん
き
の
魅
力
を

広
め
る
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、Ｊ
Ａ
で
ん
き
の
普
及
を
目
指

し
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ＪＡ全国女性大会に出展したＪＡでんきブース

牛
乳
５０
％
以
上
使
用

﹁
カ
フ
ェ
・
オ
レ
﹂

ＨＰはこちら▶ 

ご購入は
こちらから

左
か
ら
伍
賀
県
本
部
長
、

岡
山
リ
ベ
ッ
ツ
の
田
添
響

選
手
、白
神
宏
佑
監
督
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学校も学部も異なる7人　資金集めてイベント
Q：　昨年11月に「農業の10年後を考える。」と題し、全
国規模のイベントを開催されましたが、開催までの
経緯を教えてください。

A：　いろりは現在、学校も学部も異なるメンバー7人で
活動を行っており、そんなメンバーたちと活動する中
で「私たちを含めて、農業への熱い思いは共通してい
ても、農業に対して課題や魅力を感じているポイント
はそれぞれ異なっている。そんな学生たちが全国各
地から集まれば、絶対に刺激的で面白い場になる」と
考え、イベントを企画しました。

　　そこで、イベントにかかる費用や全国から参加してく
れる学生の交通費を一部支給するためにも資金が
必要だと思い、昨年３月にはクラウドファンディング
を実施。最終的に約53万円もの支援が集まり、昨年
11月、全国15都道府県から農業に思いをはせる大
学生・大学院生合計５２人が参加するイベント「農業
の10年後を考える。」の開催が実現しました。

Q： イベントの内容を教えてください。
A：　11月23、24日の2日間行ったイベントでは、1日目
に異なるバックボーンを持つ農業関係者3人による
「10年後の農業を考える。」をテーマにしたパネル
ディスカッションを行い、それぞれの現場に根差した
お話を伺いました。

　　2日目には、「ファクトから読み解く日本の農業」と
「学生の時にしかできないこととは」をテーマにした講
演を聞き、講演後には参加者同士が自分たちの目線
で「同世代を農業に巻きこむ」ための企画を出し合い
ました。

「自分たちの未来」へ　継続して盛り上げたい
Q： 参加者からはイベントに対してどんな感想があり
ましたか？

A：　参加者からのコメントを一部紹介します。
　　「みんなの熱量がすごくて10年後の農業もまだま
だ明るいと思えました！」

　　「イベントで、共に農業を応援する同世代と出会う
ことができ、うれしいです」

　　「課題が山積み。だからこそ面白い。もっと農業の面
白さを広め、自分でももっと楽しめるように活動しま
す！」

　　「10年後の農業を面白くするのはじぶんです！」
　　「これからの自分に向けて『どんな形であれ、農業に
携わっていますように！』」

　　他にも多くの熱いコメントをいただきました。
Q： イベントを通じて、尾崎さんが感じたことを教えて
ください。

A：　今回のイベントで価値を生み出せたのではないか
と感じる一方で、１回きりのイベントでできる限界も
強く実感しました。

　　ただ、はっきりと感じたのは、学生が主体となった
「自分たちの未来」のためのイベントだからこそ生まれ
る熱があったということです。こういった取り組みを継
続することで、日本の農業を本気で盛り上げるムーブ
メントを生み出せるのではないかと感じています。

（※3月10日号では、学
生団体いろりの今後
の展望について詳し
く伺います）

全国の学生と共に日本の農業を盛り上げる
「学生団体いろり」尾崎陽花代表に聞く（上）
農業への熱い思いを持つ仲間と「農業の10年後を考える。」

全国から集まったイベント参加者 学生団体いろり代表の尾崎さん

　「学生団体いろり」（以下いろり）は、「全国の学生と共に日本の農業を盛り上げる」という理念のもと、
農業に関心を持つ学生たちをつなぐ活動を行っています。2023年に、コロナ禍で休止していた活動を再
開。昨年11月に全国規模イベントを開催するなど、精力的に活動する、いろり代表でお茶の水女子大学
３年の尾崎陽花さんにお話を聞きました（２回掲載）。　　　　　　　　　　　　　　　【広報・調査部】

おざき はるか

イベント詳細は
こちら
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JA 晴れの国岡山
（岡山県）

概要 2024 年 3 月 31日現在

正組合員数　　　　    8万7507人
准組合員数　　　　    5万1645人
職員数                       2739人
販売品取扱高        256億7千万円
購買品取扱高       213億6千万円
貯金残高  　     1兆3070億円
長期共済保有高     3兆2832億円
主な農産物          ブドウ、白桃、米、
                    牛肉、豚肉、野菜、
                    花き、黒大豆

岡
山
か
ら
「
国
消
国
産
」
を
全
国
へ

岡
山
か
ら
「
国
消
国
産
」
を
全
国
へ

大
型
複
合
施
設
「
旬
感
広
場
」
オ
ー
プ
ン

大
型
複
合
施
設
「
旬
感
広
場
」
オ
ー
プ
ン

想
定
し
て
可
動
式
キ
ッ
チ
ン
を

導
入
し
た
会
議
室
、信
用
店
舗
、

16
㍍
四
方
の
広
々
と
し
た
広
場
、

眺
望
豊
か
な
テ
ラ
ス
、野
菜
栽

培
室
を
備
え
ま
す
。野
菜
栽
培
室

で
育
て
た
ク
レ
ソ
ン
や
リ
ー
フ
レ

タ
ス
は
、c
a
f
e
レ
ス
ト
ラ
ン
で

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

独
自
事
業
で
あ
る
直
行
便
は

県
北
地
域
を
網
羅
し
、「
晴
れ
の
ち

晴
れ
」に
は
地
元
出
荷
物
だ
け
で

な
く
、毎
日
県
北
の
出
荷
者
か
ら

も
豊
か
な
新
鮮
食
材
が
搬
入
さ

れ
、午
後
の
集
客
力
改
善
と
農
家

所
得
向
上
の
一い
ち
よ
く翼
を
担
い
ま
す
。

　
飲
食
店
で
は
、管
内
食
材
に
こ

だ
わ
り
、特
産「
お
か
や
ま
和
牛
」

な
ど
を
メ
イ
ン
に
し
た
プ
レ
ー
ト

や
、「
く
だ
も
の
王
国
お
か
や
ま
」

　
２
階
建
て
の「
旬
感
広
場
」の

延
べ
床
面
積
は
２
８
３
９
平
方

㍍
。「
岡
山
県
産
食
材
の『
本
物
』

が
買
え
る
！
食
べら
れ
る
！
〝
食

と
農
〟の
新
た
な
出
会
い
の
場
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、「
地
消

地
産
」「
国
消
国
産
」に
よ
る
地

場
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
と
利

用
促
進
、県
内
外
の
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

昨
年
4
月
に
は
農
畜
産
物
直

売
所「
晴
れ
の
ち
晴
れ
」が
先
行

オ
ー
プ
ン
。Ｊ
Ａ
直
営
c
a
f
e

レ
ス
ト
ラ
ン〝
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
＆
Ｓ
Ｕ

Ｎ
〟、食
農
教
育
や
被
災
支
援
を

プ
広
報
の
一
つ
と
し
て
、常
勤
役

員
自
ら
が
c
a
f
e
レ
ス
ト
ラ
ン

の
店
頭
に
立
つ「
1
日
店
長
」企
画

を
実
施
し
て
い
ま
す
。減
少
傾
向

の
正
組
合
員
、今
後
増
加
が
想
定

さ
れ「
食
と
農
の
応
援
団
」と
位

置
づ
け
ら
れ
る
准
組
合
員
と
の
対

話
・
交
流
か
ら
同
施
設
と「
国
消

国
産
」の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

晴
れ
の
国
岡
山
を
丸
ご
と
味

わ
え
る
唯
一
無
二
の
施
設
と
し

て
、本
物
の
質
と
お
い
し
さ
を
提

供
し
続
け
、「
旬
感
広
場
」を
基

軸
に
岡
山
か
ら「
国
消
国
産
」を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
は
昨
年

12
月
、岡
山
県
総
社
市
に
大
型

複
合
施
設「
旬
感
広
場
」を
開
設

し
ま
し
た
。２
０
２
０
年
4
月
に

８
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
Ｊ

Ａ
の
最
重
点
事
業
と
し
て
位
置

付
け
、「
食
と
農
」の
魅
力
を
発
信

す
る
Ｊ
Ａ
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
で
あ
り
、近
年
急
激
に
変
化
を

遂
げ
る「
農
業
の
今
を
消
費
者
に

正
し
く
理
解
し
て
も
ら
え
る
場
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

な
ら
で
は
の
季
節
の
フ
ル
ー
ツ
を

使
っ
た
パ
フ
ェ
や
ス
イ
ー
ツ
を
提

供
。子
ど
も
と
一
緒
に
食
事
を
楽

し
め
る
席
や
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
、

担
い
手
層
に
も
気
軽
に
足
を
運
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
訴
求
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
と
組
合
員
・
地
域
利
用

者
を
つ
な
ぐ
新
た
な
施
策
・
ト
ッ

「1日店長」としてｃａｆeレスト
ランの店頭に立つ内藤敏男
代表理事組合長（左）

多くの来店者でにぎわう農
畜産物直売所「晴れのち
晴れ」

常
勤
役
員
が「
１
日
店
長
」

常
勤
役
員
が「
１
日
店
長
」

准
組
合
員
と
対
話・交
流
も

准
組
合
員
と
対
話・交
流
も

豊
か
な
新
鮮
食
材
集
め
て

豊
か
な
新
鮮
食
材
集
め
て

農
家
所
得
向
上
を
後
押

農
家
所
得
向
上
を
後
押

「
食
と
農
」の
魅
力
を
発
信

「
食
と
農
」の
魅
力
を
発
信

新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に

新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に

人気の「おかやま和牛のロー
ストビーフ丼」
岡山を代表する季節折々の
フルーツを使用した「季節の
フルーツパフェ」

鳥取県

広島県
岡山県
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耕
種
総
合
対
策
部
は
、

Ｊ
Ａ
職
員
の
減
少
・
兼
務

化
が
進
行
す
る
中
、
多
様

化
す
る
生
産
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、「
担
い

手
営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

（
Ｎ
Ｅ
サ
ポ
シ
ス
テ
ム
）」を

リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
担
い
手
な

ど
訪
問
先
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン

グ
と
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
成
果

の「
見
え
る
化
」を
実
現
す

る
た
め
に
、
農
家
台
帳
機

能
や
訪
問
記
録
の
管
理
、

活
動
の
進
捗
管
理
な
ど
の

機
能
を
搭
載
し
、
全
国
２

２
０
Ｊ
Ａ・
２
４
０
０
人

（
令
和
7
年
2
月
末
現
在
）を

超
え
る
Ｊ
Ａ
職
員
ユ
ー
ザ
ー

が
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
担
い
手
訪
問

活
動
の
効
率
化
や
訪
問

活
動
の
質
の
向
上
、
情

報
共
有
の
促
進
を
目
指

し
て
、
外
部
の
営
農
支

援
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム

や
Ｊ
Ａ
の
経
済
シ
ス
テ

ム
な
ど
と
の
連
携
機
能

を
充
実
さ
せ
、
シ
ス
テ

ム
の
普
及
・
機
能
強
化

を
図
り
ま
す
。

し
ん
ち
ょ
く

耕
種
総
合
対
策
部

担
い
手
営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

全
国
２
２
０
Ｊ
Ａ・２
４
０
０
人
導
入

耕
種
資
材
部

令
和
6
年
度  

全
農
の
主
な
取
り
組
み
﹇
第
2
回
﹈

事
業
部
ご
と
に
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す（
全
３
回
）。

施
設
農
住
部

接
点
強
化
や
業
務
効
率
化
へ

受
発
注
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム

耕
種
資
材
部
は
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
組
合
員

と
の
接
点
強
化
と
Ｊ
Ａ
業
務

の
効
率
化
を
目
的
に
「
受
発

注
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
」
の

普
及
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
「
組
合
員

受
注
」
と
「
Ｊ
Ａ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

注
文
」
に
大
別
さ
れ
、
機
能

ご
と
の
利
用
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
前
者
は
Ｗｅ
ｂ
店
舗

の
開
設
に
よ
る
組
合
員
の
利

便
性
の
向
上
と
接
点
強
化

を
、
後
者
で
は
手
作
業
を
廃

し
て
業
務
の
迅
速
化
・
省
力

化
を
図
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ

て
可
能
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ

受
け
入
れ
処
理
の
自

動
化
は
、
特
に
業
務

改
善
効
果
が
高
く
、Ｊ

Ａ
購
買
シ
ス
テ
ム
と
の

デ
ー
タ
連
携
が
利
用

Ｊ
Ａ
の
拡
大
を
後
押

し
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
肥
料
や
農
薬
の
利
用

が
大
半
で
す
が
、
多
品

目
利
用
に
向
け
た
取

り
組
み
も
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

　
施
設
農
住
部
は
、
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
共
同
乾
燥

施
設
で
乾
燥
作
業
に
必
要
な

法
定
資
格
「
乾
燥
設
備
作

業
主
任
者
」
を
取
得
す
る
た

め
の
「
共
乾
施
設
運
転
主
任

者
講
習
会
」
を
、
神
奈
川

労
働
局
の
登
録
教
習
機
関
と

し
て
営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー

（
神
奈
川
県
平
塚
市
）
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
講
習
会
は
、
昭
和
５０
年
か

ら
開
催
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
約
１
万
１
３
０
０
人
（
令

和
５
年
度
末
）
が
受
講
し
、

今
年
度
も
、
１
〜
２
月
で
３

回
開
催
し
約
８０
人
が
受
講
し

ま
し
た
。

　
５
日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、
２
部
構
成
で
前
半
の
２

日
間
は
資
格
取
得
の
た
め
の

法
定
技
能
講
習
、
後
半
の
３

日
間
は
、
共
同
乾
燥
施
設
の

運
転
に
係
る
基
礎
知
識
、
品

質
事
故
防
止
対
策
、
プ
ラ
ン

ト
の
点
検
・
整
備
（
実
技
）、

参
加
者
相
互
に
よ
る
討
議
、

と
い
っ
た
全
農
独
自
の
内
容

と
し
て
い
ま
す
。

共
乾
施
設
の
運
転
・
運
営

を
担
当
す
る
Ｊ
Ａ
職
員
の
知

識
と
技
術
の
向
上
を
図
る
こ

と
で
、Ｊ
Ａ
の
共
乾
施
設
運

営
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

共
乾
施
設
の
運
営
を
支
援
へ

共
乾
施
設
運
転
主
任
者
講
習
会

「受発注センターシステム」を利用した業務フロー

NEサポシステムを活用して上司と部下が情報共有

今
年
度
も
3
回
開
催
し
た
共
乾
施
設
運
転

主
任
者
講
習
会

米
穀
部

Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
導
入
で

Ｊ
Ａ
の
契
約
や
検
査
業
務
を
合
理
化

麦
類
農
産
部

令
和
6
年
度  

全
農
の
主
な
取
り
組
み
﹇
第
2
回
﹈

事
業
部
ご
と
に
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す（
全
３
回
）。

経
営
企
画
部

麦
・
大
豆
の
消
費
拡
大
へ

コ
ン
ク
ー
ル
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

施
設
最
適
化
や
業
務
効
率
化
で

Ｊ
Ａ
営
農
経
済
事
業
の
収
支
改
善
を
支
援

WEB検査システムの実証試験

　
麦
類
農
産
部
は
、
食
料
安

全
保
障
・
自
給
率
向
上
の

一
環
と
し
て
国
産
麦
・
大
豆

の
増
産
に
向
け
て
、
消
費
拡

大
と
品
質
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
大
豆
と
そ
の
加
工
商
品
に

つ
い
て
、
消
費
者
の
目
に
触

れ
る
機
会
を
増
や
す
た
め
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
国
産

大
豆
商
品
発
見
コ
ン
ク
ー
ル

の
企
画
や
、２
月
３
日
の
「
大

豆
の
日
」
に
合
わ
せ
て
国
産

大
豆
商
品
が
抽
選
で
当
た
る

Ｘ
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
麦
で
は
、
か
び
毒
の
食
品

衛
生
法
基
準
値
超
過
リ
ス
ク

低
減
に
向
け
て
、Ｊ
Ａ
の
常
勤

役
員
ま
で
参
加
す
る
研
修
会

を
継
続
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
全
農
は
、業
界
団
体
の
共

励
会
や
品
評
会
に
参
加
し
、

優
良
事
例
の
水
平
展
開
を
通

じ
て
、生
産
者
・Ｊ
Ａ
の
方
々

に
安
全
・
安
心
・
高
品
質
な
国

産
麦
・
大
豆
の
生
産
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、多
く
の
消
費

者
が
実
際
に

国
産
商
品

を
手
に
取
っ

て
い
た
だ
け

る
よ
う
、消

費
拡
大
に
も

取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

「大豆の日」にあわせたXキャンペーン

　
経
営
企
画
部
と
農
林
中
央

金
庫
（
以
下
、
農
中
）
は
第

28
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
で
の
決

議
を
契
機
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
で
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
事
業
の

支
援
の
取
り
組
み
を
開
始
し

6
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
Ｊ
Ａ
支
援
の
取
り

組
み
に
お
い
て
、
一
定
程
度

の
成
果
を
実
現
し
た
も
の
の
、

施
設
関
連
課
題
や
生
産
振
興

な
ど
、
農
業
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
が
抱
え
る
構
造
的
な
課
題

解
決
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、

全
農
と
農
中
は
、
こ
れ
ま
で

の
相
互
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
ち
寄
り
、
一
体
的
運
営

（
ワ
ン
フ
ロ
ア
化
）
の
実
践
を

通
し
、Ｊ
Ａ
支
援
の
取
り
組

み
の
高
度
化・迅
速
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
残
さ
れ
た

課
題
で
あ
る
米
麦
共

乾
施
設
を
中
心
と
し

た
施
設
関
連
課
題
や

生
産
振
興
お
よ
び
営

農
経
済
事
業
の
業

務
効
率
化
に
取
り
組

み
、Ｊ
Ａ
営
農
経
済

事
業
の
収
支
改
善
に

向
け
た
支
援
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

全農と農林中金の強みを生かしたJA支援

　
米
穀
部
は
、Ｊ
Ａ
が
生
産

者
へ「
出
向
く
活
動
」の
支
援

を
目
的
に
、
現
場
で
業
務
負

担
が
大
き
い
出
荷
契
約
や
農

産
物
検
査
業
務
に
か
か
る
Ｗ

Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
導

入
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
か
ら
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
開
始
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
出

荷
契
約
シ
ス
テ
ム
は
、
６
年

12
月
現
在
、
20
県
38
Ｊ
Ａ
で

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
導
入
Ｊ

Ａ
か
ら
は
、事
務
処
理
軽
減
、

進
捗
管
理
の
合
理
化
、
生

産
者
へ
の
円
滑
な
情
報
発
信

な
ど
に
寄
与
し
て
い
る
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
検
査

シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
農
産

物
検
査
法
で
規
定
さ
れ
て
い

る
全
品
目（
米
・
麦
・
大
豆

な
ど
）を
対
象
に
、
検
査
予

約
・
結
果
入
力
、
機
械
鑑

定
へ
の
対
応
、
行
政
報
告
書

類
の
自
動
作
成
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
出

荷
契
約
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し

た
入
庫
進
捗
管
理
な
ど
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
全
農
で
は
、
各
地
で
操
作

説
明
会
や
導
入
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は

米
穀
部
事
業
企
画
課（
０
３

-

６
２
７
１-

８
１
６
６
）ま
で

し
ん
ち
ょ
く
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耕
種
総
合
対
策
部
は
、

Ｊ
Ａ
職
員
の
減
少
・
兼
務

化
が
進
行
す
る
中
、
多
様

化
す
る
生
産
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、「
担
い

手
営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

（
Ｎ
Ｅ
サ
ポ
シ
ス
テ
ム
）」を

リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
担
い
手
な

ど
訪
問
先
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン

グ
と
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
成
果

の「
見
え
る
化
」を
実
現
す

る
た
め
に
、
農
家
台
帳
機

能
や
訪
問
記
録
の
管
理
、

活
動
の
進
捗
管
理
な
ど
の

機
能
を
搭
載
し
、
全
国
２

２
０
Ｊ
Ａ・
２
４
０
０
人

（
令
和
7
年
2
月
末
現
在
）を

超
え
る
Ｊ
Ａ
職
員
ユ
ー
ザ
ー

が
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
担
い
手
訪
問

活
動
の
効
率
化
や
訪
問

活
動
の
質
の
向
上
、
情

報
共
有
の
促
進
を
目
指

し
て
、
外
部
の
営
農
支

援
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム

や
Ｊ
Ａ
の
経
済
シ
ス
テ

ム
な
ど
と
の
連
携
機
能

を
充
実
さ
せ
、
シ
ス
テ

ム
の
普
及
・
機
能
強
化

を
図
り
ま
す
。

し
ん
ち
ょ
く

耕
種
総
合
対
策
部

担
い
手
営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

全
国
２
２
０
Ｊ
Ａ・２
４
０
０
人
導
入

耕
種
資
材
部

令
和
6
年
度  

全
農
の
主
な
取
り
組
み
﹇
第
2
回
﹈

事
業
部
ご
と
に
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す（
全
３
回
）。

施
設
農
住
部

接
点
強
化
や
業
務
効
率
化
へ

受
発
注
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム

耕
種
資
材
部
は
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
組
合
員

と
の
接
点
強
化
と
Ｊ
Ａ
業
務

の
効
率
化
を
目
的
に
「
受
発

注
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
」
の

普
及
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
「
組
合
員

受
注
」
と
「
Ｊ
Ａ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

注
文
」
に
大
別
さ
れ
、
機
能

ご
と
の
利
用
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
前
者
は
Ｗｅ
ｂ
店
舗

の
開
設
に
よ
る
組
合
員
の
利

便
性
の
向
上
と
接
点
強
化

を
、
後
者
で
は
手
作
業
を
廃

し
て
業
務
の
迅
速
化
・
省
力

化
を
図
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ

て
可
能
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ

受
け
入
れ
処
理
の
自

動
化
は
、
特
に
業
務

改
善
効
果
が
高
く
、Ｊ

Ａ
購
買
シ
ス
テ
ム
と
の

デ
ー
タ
連
携
が
利
用

Ｊ
Ａ
の
拡
大
を
後
押

し
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
肥
料
や
農
薬
の
利
用

が
大
半
で
す
が
、
多
品

目
利
用
に
向
け
た
取

り
組
み
も
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

　
施
設
農
住
部
は
、
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
共
同
乾
燥

施
設
で
乾
燥
作
業
に
必
要
な

法
定
資
格
「
乾
燥
設
備
作

業
主
任
者
」
を
取
得
す
る
た

め
の
「
共
乾
施
設
運
転
主
任

者
講
習
会
」
を
、
神
奈
川

労
働
局
の
登
録
教
習
機
関
と

し
て
営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー

（
神
奈
川
県
平
塚
市
）
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
講
習
会
は
、
昭
和
５０
年
か

ら
開
催
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
約
１
万
１
３
０
０
人
（
令

和
５
年
度
末
）
が
受
講
し
、

今
年
度
も
、
１
〜
２
月
で
３

回
開
催
し
約
８０
人
が
受
講
し

ま
し
た
。

　
５
日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、
２
部
構
成
で
前
半
の
２

日
間
は
資
格
取
得
の
た
め
の

法
定
技
能
講
習
、
後
半
の
３

日
間
は
、
共
同
乾
燥
施
設
の

運
転
に
係
る
基
礎
知
識
、
品

質
事
故
防
止
対
策
、
プ
ラ
ン

ト
の
点
検
・
整
備
（
実
技
）、

参
加
者
相
互
に
よ
る
討
議
、

と
い
っ
た
全
農
独
自
の
内
容

と
し
て
い
ま
す
。

共
乾
施
設
の
運
転
・
運
営

を
担
当
す
る
Ｊ
Ａ
職
員
の
知

識
と
技
術
の
向
上
を
図
る
こ

と
で
、Ｊ
Ａ
の
共
乾
施
設
運

営
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

共
乾
施
設
の
運
営
を
支
援
へ

共
乾
施
設
運
転
主
任
者
講
習
会

「受発注センターシステム」を利用した業務フロー

NEサポシステムを活用して上司と部下が情報共有

今
年
度
も
3
回
開
催
し
た
共
乾
施
設
運
転

主
任
者
講
習
会
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JAひだ

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

　飛騨牛は、岐阜県内で14カ月以上肥育され、日本食肉格付
協会の実施する枝肉格付けで肉質等級5等級・4等級・3等級
に格付けされた銘柄です。
　飛騨の恵まれた自然環境と長い年月をかけて築かれた血統、
優れた生産技術によって生み出されました。
　こちらの商品は、大勢で楽しむのに最適な焼肉用の切り落と
し1㌔（1000㌘×1パック）入りで、目安として3～5人前です。大
きさは不ぞろいで、肉の部位は基本的にバラ・もも、または肩肉
が入っています。
　きめ細やかでやわらかな肉質と、網目のような美しい霜降り、
そして豊潤な味わいが特徴の飛騨牛をぜひご賞味ください。

発行／全国農業協同組合連合会 2025年（令和7年）3月3日発行（毎週月曜日発行）
第3498号　編集・発行人／広報・調査部　澤田洋志　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

飛騨牛メガ盛り焼肉用 1kg・・・8980円(税込み）

愛媛県本部と県、県果樹同志会は1月18、19日、「知ってください愛媛のみかん、
たべてみてや自信作」をテーマに「第47回えひめみかん祭り」を松山市で開催
しました。【愛媛県本部】

愛媛のかんきつが勢ぞろい

約20種類のかんきつを販売

「たべてみてや自信作」 旬のかんきつ勢ぞろい

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
旬の農畜産物が登場するクイズ企画や「農業」や「食」に関わる夢を持ってい
る生徒との生電話企画を実施しています。

『ＪＡ全農トピックス』の公式
Xはこちらから

ニッポンエール フルーツビネガー

「山梨県産白桃」 「沖縄県産パインアップル」

「ニッポンエールフルーツビネガー」2品を発売

全農は㈱日本アクセス、マルカン酢㈱、全国農協食品㈱と連携し、国産果汁を使
用した「ニッポンエール フルーツビネガー」2品を共同開発しました。日本アクセス
を通じて、全国の量販店・ドラッグストアで3月1日に発売します。　　   【営業開発部】

全農×日本アクセス×マルカン酢×全国農協食品

日本アクセスのプライベートブランド「からだスマイルプロジェクト（コンセプト：
健やかに楽しく、手軽に美味しく）」とのコラボ商品として、「ニッポンエール×からだ
スマイルプロジェクト フルーツビネガー」の「山梨県産白桃」「沖縄県産パインアップ
ル」を共同開発しました。
どちらもりんご酢との親和性が高い果汁を使用し、飲みやすく仕上げました。
販売者は全国農協食品、製造は創業370余年を誇る食酢メーカーであるマル
カン酢が行います。

おい

　イベントは、愛媛県産かんきつのPRと消費拡大、愛媛果樹農業の振興を図るた
め、生産者と消費者の交流イベントとして毎年開催しています。
　会場となった、いよてつ髙島屋８階では、「紅まどんな」や「甘平」など愛媛オリ
ジナル品種をはじめ、「いよかん」「せとか」「ポンカン」など旬のかんきつが勢ぞろ
いしました。
　果樹同志会会員やJA担当者らが来場者に果実加工品やジュースなどの試食を
勧めながら、販売を行いました。また、「みかん○╳クイズ」や「みかんガチャ」「ポン
ジュース蛇口」など来場者が楽しめる催しを企画し、会場を盛り上げました。

かんぺい

第47回えひめみかん祭りを開催第47回えひめみかん祭りを開催
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